









An Electron-Nuclear Magnetic Resonance Study of Highly Symmetric 
Organic Open-Shell Systems with Homo-and Hetero-Atomic 
π-Conjugation and Their High-Soin Assemblages 
(電子一核磁気共鴫法による高対称ホモ及びヘテロπ共後系関殻系有機
分子と高スピン集合系の研究)
























から考察を什った。 prislincC 60結晶中で見られるESR活性種のスピン状態を識別・同定するため、 2次
元限電子スピン過渡的ニューテーション (ESTN)パルスESR分光学を適用し、結晶中での高スピン種生


























から考察を行った。 Pri s t i neC 6 0結晶中で見られるESR活性種のスピン状態を識別するために、 2次元ス
ピン過渡的ニューテーションパルス Esn分光学を適用し、結晶中での高スピン種生成の可能性について議
論した。また、 γーシクロデキストリン2包接C，o*'吉品に対してNH3ガスドーピングを行い、生成したラジ
カル種をCW-ESHi去によって験出・同定した。特に、包接下でのC60モノアニオンラジカルの分子構造を、
包接効巣及びヤーン・テラー効果との関連で考察した。
以上のように、本論文は、新規な開殺系有機分チとそのスピン物性を探索し、新たな概念を提供したも
のであり、スピン科学と有機磁性研究及び関連分野の進展に寄与するところが大きく、博上(理学)を授
与するに値すると審査した。
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